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災害から命を守った後は、生活の立て直しを目指しながら一時的な生活を送ります。

安全な親戚・知人宅等をたより、避難生活をする縁故避難もあります。また、過去の災害では、家庭の
様々な事情から、避難所での生活に困難を感じた人が、自動車内で避難生活をする車中泊避難を選ぶ
ことが少なくありませんでした。車中泊避難も選択肢の一つですが、エコノミークラス症候群の危険性
が高まりますので、予防のために、積極的な運動と水分摂取を心がけましょう。

被害により自宅に住めなくなった人、自宅の耐震性に不安がある人などは、市が指定する避難所や地

域の集会場などで避難生活をすることになります。避難所の運営は「誰か」がしてくれるわけではありま

せん。避難者全員が主体となって、協力して避難生活を送ります。過去の災害の避難所では、トイレ不足

や要配慮者※の困難、ペット問題など多くの課題がありました。おたがいが思いやりを持って生活する

ことで、不自由な避難所生活を乗り切りましょう。

※要配慮者とは、災害が発生した時に配慮や支援が必要となる人で、高齢者、障がいのある人、乳幼児のほか、妊産婦、傷病者、

内部障がい者、難病患者などが該当します。

自宅の被害が軽微で、備蓄もしてあれば、自宅での生活を続けることができます。発災直後は、電気・

上下水道・ガスなどのライフラインが止まるなどの不便はあっても、プライバシーを守ることができます。

また、避難所などでの避難生活に比べ、速やかな生活再建に向け動き出すことができます。
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